
育児休業取得状況等報告書 

 

１ 企業名 7iriser株式会社 

２ 貴社の取組状況について 

（１）男性の育児休業促進に取り組むきっかけ・背景 

弊社は小児に特化した訪問看護やリハビリを提供しており、日頃から子どもの権利や家

族看護を大切にすることを重視し実践している。在籍者も子育て中の女性スタッフが多

く、元々ワークライフバランスや互助の意識が強い職場環境。男性でも同じように安心し

て育児と仕事を両立できる組織作りをするべく、本格的な体制整備にとりかかった。 

（２）男性の育児休業取得促進にかかるこれまでの取組 

・経営、マネージャーからの育児休暇取得の積極的な声掛け。 

・取得しやすい雰囲気づくりのためのスタッフへの声掛け 

（３）取得促進にあたっての課題とその解決策、工夫した点 

・理学療法士が１名のため代替えスタッフがいないため利用者への質確保が課題として

上がった 

・利用者ご家族への早めの説明を行い理解をいただき、連携先医療機関でのリハビリをお

願いし、連携をはかった。 

（４）取得者がいる職場の業務継続のために取り組んだこと 

リハビリ以外の業務に関しては、マネージャーが兼任し、育児休暇中の業務タスクの見え

る化を行った。現場看護師への負担軽減と業務継続を担保した。 

（５）定着に向けて、更に取り組んでいることがあれば教えてください 

子育てとの両立ができるように、定期的な面談や子どもの保育園送迎や急な体調不良な

どにも柔軟に対応ができる体制整備をしていく予定。 

１ 育休取得期間 通算２８ 日間 

２ 育児休業の取得について  

（１）育児休業を取得したきっかけ 

当ステーションには、日頃から「地域の子育て」を支える存在として育児を大切にする

社内風土があります。この温かい環境があったからこそ、男性スタッフである私も自然

と「育休を取ろう」と思えました。 

（２）育児休業を取得して良かったこと 

日々の成長が著しい時期に、我が子の変化を一番近くで見守り、育児の喜びや大変さを

パートナーとリアルタイムで共有できたことは、家族の強い絆に繋がりました。 

（３）育児休業の取得にあたり、円滑に業務を引き継ぐ上で工夫した点 

専任の業務もあったため、前もって仕事をすることや、ご家族へのリハビリ指導などを

行いました。 

（４）育児休業の取得経験を通して業務に生かせていること 

自分が不在の間も利用者様やご家族に不安を与えないよう、日頃から情報共有を丁寧に

行い、ステーション全体でフォローしてもらえる体制を事前に構築しました。 

（５）これから育児休業の取得を検討している方へのアドバイス 

早い段階で上司やチームに相談してみることをお勧めします。周囲も心の準備や体制の

調整ができるため、送り出す側も休む側も双方にとってプラスになるかなと思います。 


